
保護者の皆様へ

「うちの子は大丈夫!！」
それって本当ですか!?

まさか‼
うちの子に限って…ねぇ⁉

SNSを通じて知り合った会社員の男
から、「芸能界に入れる。」といった嘘
で誘い出され、車で誘拐
され、暴行を受けた。

女性に成りすました成人男性
とTwitterで知り合い、裸の写真を
送信させられた後、呼び出され、暴行
を受けた。

オンラインゲームに没頭し、特定のアイ
テムを入手するために、対戦相手の
IDとパスワードを不正に使用したうえ
手に入れたクレジットカード
の情報を使い、大量のア
イテムを購入した。
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(令和2年中 岡山県警調べ）

令和2年中に全国でSNSに起因して犯罪被害にあったもののうち、
85.5％が被害時にはフィルタリングを利用していなかった。
また、被害が多いサイトとしては、「Twitter」が35.3％を占め、ついで
「Instagram」、「TikTok」の順で多く、その割合は年々高くなっている。

犯罪事例 ～被害者にも、加害者にもならない、させない！～

★たとえ男子であっても・・・★つい舞い上がってしまい・・・

★ゲームに負けたくなくて・・・ ★スマホに夢中で・・・

スマホを見ながら、片手で
自転車を運転しながら登校
している途中、横断歩道を
歩いていた高齢者に気づかず、そのま
ま衝突。高齢者は頭を強く打ち、意
識不明の重体になった。

県内のSNS
に起因する
犯罪被害者



【スマホをわが子に持たせるなら、保護者必須の５か条】

1条 本当に必要か、何に使うかなど、まずは子どもとしっかり話し合います。
2条 家庭のルール（使用時間、利用目的、利用する場所など）を決め、

マナーについても話し合います。
3条 わが子を守るため、フィルタリングサービスを積極的に活用します。
4条 使用状況を把握するために、ペアレンタルコントロール

を設定し、活用します。
5条 インターネット等の危険性について、家族でしっかり話

し合います。
令和３年６月発行 岡山県教育委員会

犯罪に巻き込まれなくても、こんなトラブルも見受けられます・・・

●友達とLINEで盛り上がってる時に、「○○ちゃん、かわいくない」に、
｢?｣をつけ忘れた。すると、みんなから攻撃され、一方的にグループから
外された。
●日常生活の何気ない写真を投稿したり、出来事を書き込んだりして
いるうちに、学校名、住所、名前等の個人情報が特定され、ダイレク
トメールが大量に届くようになった。
●対戦型オンラインゲームを友達とチームを作って遊んでいたが、つい興
奮して、「おまえのせいで負けたじゃないか!」「へたくそ!」などと攻撃した
ら、翌朝、学校で誰も話をしてくれなくなっていた。

大人が学んで、子どもを守る

保護者としての
責任と義務!!

【ダウンロードはこちら】【ダウンロードはこちら】


